
“平成 22 年新年度を迎えて”     

               新鷹の台第一自治会  
                      会長 関  俊 朗 
 
 華やかに咲いたサクラは、葉桜となり深緑の季節へとうつろいを見せています。 
 会員の皆様にはそれぞれご健勝の内に日々をお暮らしのこととお慶び申し上げます。 
 4月 4日、第 43回定期総会が開催され会長に選任されました第 11班の関 俊朗です。 
 積年の当自治会の歴史を重んじ会員各位のご支援ご協力を賜わりつつ、地域の発展、

安全で安心な町づくりのために、微力ながら精励邁進する所存で御座いますので、何卒

皆様のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。 
 
 さて、第 43 回定期総会にて平成 22 年度の活動計画を決定致しました。 

本年度も昨年度に引続き社会の変化に対応しつつ、当自治会の歴史的基盤をもとに、

高齢化社会への対応・福祉問題への取り組み強化、不慮の災害時への対応・防災会組織

の改善強化などを重点項目として、安全で安心な地域づくりと地域活性化を目指し、次

世代の為に継続性の有る自治会活動計画の推進を図って参ります。 
具体的には、第 43 回定期総会議案書に記載されている各実行委員会（5 実行委員会

７担当グループ）の平成 22 年度重点実施計画を、確実に実施して、成果を挙げること

です。 
この目標達成の為に、本年度役員・委員一同、一丸となって懸命に頑張ってまいりま

ので、会員の皆様には何卒、自治会の活動に対して、倍旧のご支援ご協力を心よりお願

い申し上げます。 
 
おわりに会員各位のますますのご壮健とご多幸を祈念申し上げ、ご挨拶と致します。 

                             平成 22 年 4 月 記   
 


